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．淡黄色結晶’（m．P．　88・0～88・5℃＞3・79・を得た・濾液を

常法kより虎理し，黄色結晶（m．p．87．5『y88．5℃）0．8g

・を得た．粗製品として合計4・59，理論牧量の89・5％

　に當るV．エーテルより再結晶すれば美麗な淡黄色柱歌

　結晶となる．血。P・88・σ～88・5℃，．エーテル，’ア：ヒトン

ベンゼンに易溶，アルヌールに比較的難溶である‘

　　分析：試料43．4mg　N2　2・13cc，（20℃，761　mmHg）

　　　　　　　實測値（％）N…5．73

　　　　　　　C26H2408N2（V，　X・＝II）

　　　　　　　に封する理論値（％）　N…5．69

　b）ヘキシル・レゾルシンーヂーa一ナフトエード

　（V，X＝III）α一魎化ナフトイル（III－Cl）は’α一ナフチ

＼ルーt Aミン（甲．p．49．C～50．0°C）よリニトリル，カルボ

ン酸雄て髄した一縮・瀬色結晶（m・P・　37・9～
．3＆0℃）t Dを用いた：㊧同様に，．工0．『gを苛性ソーダ奉

　溶液（10％）2r6　g・に溶解し，これにIII－C11・259を

エーテル5ccに溶解した溶液を一時に投入レ密栓レ

て室温で2時間激しく振盈する．エ・一’テル溶液を投入

後しばらくして温度が上昇しヂ約10分後には録高

27℃とな欺で鰍下降して室湿嫡♂内郷液
厭のま義で，．エーテル溶液が僅かに黄色に蒼色す勤

　反ma後　Lrテル落液を分液レ；最初10％苛性ソ旨ダL

溶液で洗液縮色頃くなるまで麟・次で緬帷一
．迄洗鵜分液後，髄化カンレシウムで脱水，エーテルを

　　　　▼　　’．　＿’　　　　　．　∫　　「、幽49　i－mh

　蒸登すると黄色粘稠物を得る．と艶を無水エタノe一ル、

　80ccより再結晶すると美麗な白色柱歌結晶（m・P・64・0

　～65・0℃）0・459を得た・・’＝一テ、ル，』アセトン・ベン

邑ゼンに易溶，アルコールrc比較的難溶・
’分析・・試料一　20．1　mg　Cg・　59．8　mg．　H20．II・O　mg・　’

　　　　　　　實・Nll値・（％）　C　81．13　H　6．10　　　　　　　　　　　、．

　　　　　　　C34H3004（V，　X＝III）・

　　　　　　　に封する理論値（％）∴C81．13　H6．02　－

一・）ヘキシルルゾルシでヂーB一ナブトエTト（v・ご

　X＝IV）　β一盤i化ナフトイル（IV－C1）はβ一ナフチル’

ア・ン（m・P・　109・0～／／io・gec）ゆα一胴様蛤成

　し’た純品，無色鍬結晶（m・P・　150・5～151・5°C＞を用

　いた．▼エステル合成についてはb）と全く同様である・・

美麟白色鰍結晶（m．P．・61。0～62・0“C）O・35・9齋

　　　　　　　ノ　た．．エーテル，アセhン，べ．ンゼ歌に易溶，アルコー一

　丁ルに比較的難溶である・　’．’e　　　　　　　　　l

　　分析：一試料ユ8．2mg　CO，，　54．1　mg　H2096mg　’一

、　．、實測値L（％）C｛St・oa　H　5・90

　　　　　　　C34H3δ04（V，　X　＝IV）

ノ∫．脚る理論値、（％）t－°C．　81・25．　H’　6・°1－

一一

rC献、1）P’a。1　D．　L・蜘璃R・営・t　W．　St・ughtOp＆Ail・n

　　　　　　わ．BSss；・J漁h譲。轟’＆Exp。　Th・raP；，56，・6e

　　　　「一、　　　　（1936）　　9　　　　　　’　　　　　　　一　　　　　　’　　　一　　　　一

　　ヒの磯は昭2碑度女繍科學試翻：究盈に‡る研究の一部である・、

　　　　　　　　　　　　ペソゾ1ノレナフタレンの　一
　　　国国団■ご三の辮灘
　　　　　　　　　　　’永井芳男・田蓬正士・・高橋武光

　　　β一・・一ラチル安忌香酸エステメy（1）題料と〉て・

　　1ドベンゾイル2一オ抄ナフ．タ〃（II）・－1俸ベゾ

　　ゾイルー2一クロルナフタヒン（III），1一ベンゾイルー2，

　　’一アミイナフタtyン（IV）を輕て，1一ベンゾイルー‘2”一

　　アセトァミノナフタレン（V）を合成し，更に（V）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テト・ラクロルエ、
　　　（1）・　（・）、1・（m）　タシ4。。9中黍．

　　　　　　　　　　　『　’　　　　　　　　　　　　135－140°Cに与

　　脹響雪脹為脹麟難蒙藷

　　　・（iV）　（▽）　、〈⑳　・睾1燈鵬窒．
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／灘轍する～糠銘9（理縫の95％）・融騨38
＝139瓢＝4・一ルよ晒編す羅淡黄色鍬結
’晶を轡．醐占133r140℃・lm）の鍼は（lb・　1og

E　．，PCj。　20．gとを7Q℃r　30一玲氣密癬する内容，

物を水畷入して生成物を濾別，乾燥し，’エタノ・一・・〉・　．

　よ’tb再結晶する・牧母859－（琿論章の79％）・無色板

　般結晶，融鮎119°C．rアルカリ熔融法により鷺素分析

　を行v｛，9試料0．10　g「よりAgCl（海0568　gを得た．£1’
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　　％・3．85・（C、，H、、（ゆ甚て計箏値CI％・38P）・〈IV）

　の合成は（III）209，　NH40H－（23％＞50斐c，鯛粉，29．

を躍式牙・一トクv一ブで230℃rc－4時間反uexy・．

　生成物を濾別，乾燥する．こあ生成物につき同様の操

　作を更に容回くりかえし，生成物を含水ビリジン（50

％）よ粥結晶する・牧量39鯉論量の・17％）・。紫
　色針朕結晶，融鮎・165　・一　10S°（：．ビれは塵素化合物を

　ふぐまず，Nぼ熔融法に柔DNの存在を確認砺又ア
，セチル化し得た．（V）の合威は（IV＞59を氷酷酸50
、。に溶解し，蕪水酷酸a59勧眺90分煮沸する；一

’溶灘濃縮し，生成搬エタノー’ルよ・P再結晶する・

牧量49鯉論量の・70％）・淡艶結晶・融羅占144～

　145°（ン加水分解すれば（IV）乏なることを認孕た・

．批の（III）・μv）・（v）はt”・ずれも丈献未記載の新化

　会物で，、再結晶晶は趣めて純粋である．『璽ノ．・一・ル，

心ゼン，的ジン等の一般有機麟によζ溶け譲・

，硫酸轍の呈解三裁赫艶砺δ」’
　　次に　（V）19をAICI359一とともκ14り（し145℃に

．2時間氣密撹絆する．生成物を水に投入・濾別，一乾燥“

　’し，＝　一一テルで抽出すう．コr一テ々を蒸溜して生成物・

　をべγゼンより再結晶し壷色微針欺結晶を得た．融黙

　222－223“a　これは6一アミノベンぎアンPtPンをア『

セチル化tr得た　6・アセけ・’嫁頭7ン知ン＊

　（w）と灘が一激昧・從つで（v）はA1態にボ
　b環化されて（V1》が生成したことを認夢た。．（V）→1

－（VI）め反麟（VI）L雄成する一一っの新方法である

　　＊W．’　Bradley　．and　．G．V．　Jadha墾∫．C。S．，1948，　pp．1622－1626．
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